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Ⅳ
米
国
税
制
改
正
、英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
影
響
な
ど

今
期
に
お
け
る

そ
の
他
の
実
務
上
の
留
意
点

最
後
に
、
こ
の
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

示
し
た
論
点
を
除
き
、
２
０
１
８
年
12
月

期
ま
た
は
２
０
１
９
年
３
月
期
に
お
い
て

実
務
上
留
意
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
論
点

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

減
損
テ
ス
ト

資
産
の
減
損
は
、
従
来
か
ら
引
き
続
き

関
心
の
高
い
領
域
で
あ
り
、
減
損
テ
ス
ト

に
お
け
る
主
な
留
意
点
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

●
使
用
価
値
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
主
要
な

仮
定
は
外
部
市
場
デ
ー
タ
と
整
合
的
で

あ
る
必
要
が
あ
り
、ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
予
測
に
お
け
る
成
長
率
の
仮
定

は
最
新
の
経
済
予
測
と
整
合
的
で
あ
る

必
要
が
あ
る
。

●
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号「
資
産
の
減
損
」の
使
用
価

値
モ
デ
ル
は
、
税
引
前
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
を
税
引
前
の
割
引
率
で
割
り
引

く
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。実
務
で
は
、

税
引
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
税

引
後
の
割
引
率
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。理
論
上
、
両
者
は
同
じ
結
果

と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、繰
延
税
金
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、同
じ
結

果
に
到
達
す
る
の
に
困
難
が
伴
う
。こ
の

た
め
、税
引
後
の
使
用
価
値
が
帳
簿
価
額

を
わ
ず
か
に
上
回
る
程
度
の
場
合
に
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、処
分
コ
ス
ト
控

除
後
の
公
正
価
値
を
算
定
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

●
公
正
価
値
モ
デ
ル
は
、
税
引
後
の
モ
デ

ル
で
あ
り
、経
営
者
に
よ
る
仮
定
で
は
な

く
、市
場
参
加
者
の
仮
定
を
用
い
る
必
要

が
あ
る
。

●
減
損
の
評
価
に
お
い
て
、
帳
簿
価
額
は
、

回
収
可
能
価
額
を
算
定
す
る
方
法
と
首

尾
一
貫
し
た
基
礎
に
よ
り
算
定
す
る
必

要
が
あ
り
、た
と
え
ば
、次
を
考
慮
す
る
。

・
回
収
可
能
価
額
が
公
正
価
値
モ
デ
ル

を
用
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
、対
象
と

な
る
帳
簿
価
額
に
は
当
期
税
金
資
産
・

負
債
お
よ
び
繰
延
税
金
資
産
・
負
債

を
含
め
る（
た
だ
し
、
繰
越
欠
損
金
に

関
す
る
資
産
は
別
個
の
取
引
と
し
て

除
く
）。

・
税
引
前
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に

基
づ
く
使
用
価
値
モ
デ
ル
を
用
い
る

場
合
に
は
、繰
延
税
金
資
産
を
帳
簿
価

額
に
含
め
ず
、ま
た
繰
延
税
金
負
債
を

控
除
し
な
い（
す
な
わ
ち
、
繰
延
税
金

を
資
金
生
成
単
位（
Ｃ
Ｇ
Ｕ
）の
帳
簿

価
額
に
含
め
な
い
）。重
要
な
繰
延
税

金
が
す
で
に
存
在
す
る
場
合
、Ｉ
Ａ
Ｓ

36
号
の
使
用
価
値
モ
デ
ル
が
Ｃ
Ｇ
Ｕ

の
回
収
可
能
価
額
の
算
定
と
し
て
最

適
な
方
法
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
が
要
求
す
る
開
示

は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
主
要
な
仮
定（
回

収
可
能
価
額
が
非
常
に
敏
感
に
反
応
す
る

仮
定
）と
関
連
す
る
感
応
度
分
析
を
開
示

す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
１
号「
財
務

諸
表
の
表
示
」122
項
お
よ
び
125
項
が
、
重

要
な
会
計
上
の
判
断
お
よ
び
見
積
り
の
不

確
実
性
の
主
要
な
発
生
要
因
の
開
示
を
要

求
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ

る
。さ

ら
に
、
主
要
な
仮
定
お
よ
び
複
数
の

Ｃ
Ｇ
Ｕ
に
関
す
る
広
範
囲
の
仮
定
に
つ
い

て
、
明
瞭
な
開
示
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

重
要
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
Ｇ
Ｕ

に
固
有
の
仮
定
を
特
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
割
引
率
な
ど
、
使
用
し
た
仮

定
が
過
年
度
か
ら
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
仮
定
の
変
更
に
つ
い
て
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
業
員
の
勤
務
の
提
供

を
条
件
と
す
る
対
価

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３
号「
企
業
結
合
」に
お
け
る

条
件
付
対
価
に
つ
い
て
は
、
支
払
が
事
業

に
対
す
る
対
価
な
の
か
、
ま
た
は
結
合
後

の
従
業
員
の
勤
務
に
対
す
る
支
払
な
の
か

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

株
式
を
売
却
し
た
旧
株
主
が
従
業
員

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
中
止
す
れ
ば
対
価
に

対
す
る
権
利
が
自
動
的
に
失
効
す
る
場

合
、
こ
の
支
払
は
企
業
結
合
後
の
従
業
員

の
勤
務
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
処
理
さ
れ

る
。
従
業
員
の
勤
務
に
対
す
る
支
払
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
２
号「
株
式
に
基
づ
く
報
酬
」ま

た
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
19
号「
従
業
員
給
付
」に
従


